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新 規 受 託 項 目 

 
 

謹啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のお引き立てを賜り厚くお礼申し上げます。 

この度、下記項目につきまして、検査の受託を開始いたしますのでご案内申し上げます。 

謹白  

 

記 

 

 
                      

 

 

●便中カルプロテクチン/ラテックス凝集比濁法 

      【 検査項目コード：14152 】 

 

受託開始日 2026 年 3 月 23 日（月）ご依頼分より 

 

 

カルプロテクチンは主に好中球に存在する炎症応答蛋白質で、腸管炎症時に糞便中に流出するため、糞

便中濃度は腸管炎症の程度を把握することが可能です。潰瘍性大腸炎（UC）とクロ－ン病に代表され

る炎症性腸疾患（IBD）の診断や活動性の評価には、内視鏡検査での観察と組織評価が必要ですが、侵

襲的な内視鏡検査は患者様の負担が伴います。本検査は IBD などの器質的疾患と過敏性腸症候群などの

機能性腸疾患の鑑別や、潰瘍性大腸炎とクローン病の病態把握に有用な非侵襲的な検査です。また、臨

床的に寛解状態における糞便中カルプロテクチン濃度の上昇は再燃につながることが報告されており、

再燃予測が可能となります。この度、所要日数短縮を目的として、ラテックス凝集比濁法の試薬を用い

た検査の受託を開始いたします。 

 

 ●当該検査の受託開始に伴い、現行のカルプロテクチン（便中）/FEIA 法（検査項目コード:13068）

は 2026 年 3 月 30 日（月）ご依頼分をもって検査の受託を中止させていただきます。 

 

岐阜市医師会臨床検査センター ＮＥＷＳ 

 

●項目名                           

 

次ページに続きます 1 

 



 

検査項目コード 

※44（新設） 14 

4 ～ 7 3 ～ 5 

【44（新設）容器と専用の提出用袋】 

※13 容器の便中ヒトヘモグロビンの容器ではありませんのでご注意ください 
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